
学年 コース 教科 科目 類型 必・選 単位数

３ 進学一貫 数学 数学β 必修 ２

定期テスト、課題考査、宿題やノートなどの提出物および授業や学習に取り組む姿勢などを総合的に
評価します。授業のある日はその日の学習内容が復習できる課題を宿題とします。また、夏期・冬
期・春期休暇においては日数に応じた課題を出し、課題考査を実施します。成績は数学αとあわせて
評価します。

備考

授業の内容と進め方

内容は「高等学校　数学Ａ」を中心に学習します。
基礎問題～標準問題～応用問題へと段階的に学習します。また、１つの解答だけでなく、別の解答も
検討することで、考え方の幅を広げ、柔軟な思考や発想を育成し、直観力や洞察力を身に付けていき
ます。

講座の到達目標

「場合の数と確率」では、具体的な事象だけでなく、不確定な事象についても、数量的にとらえるこ
との有用性を認識するとともに、事象を数学的に考察し処理できることを目指します。「図形の性
質」では図形の性質を理論的に考察し処理できる能力を養成します。「整数の性質」では、自然数の
素因数分解の性質を復習し、ユークリッドの互除法、方程式の整数解の求め方を学び、デジタル化さ
れた現代社会において基礎となる数学的な思考力を養います。

講座のねらい

高等学校「数学Ａ」の場合の数と確率、図形の性質、及び整数の性質について学習します。これらの
内容について、高度な知識の習得と技能の習熟を図り、事象を数学的に考察し処理する能力を育てる
とともに、数学的な見方や考え方の良さを認識できるようにします。

使用教材及び問題集

教科書：「中学校　数学３」数研出版　　「改訂版　数学Ａ」数研出版
参考書：「改訂版　青チャート　数学Ⅰ＋Ａ」数研出版
問題集：「改訂版　４STEP　数学Ⅰ＋Ａ」数研出版

評価の観点・テスト・課題など



授業の計画

３学期　学習計画および学習内容

第３章　　整数の性質
　第１節　約数と倍数
　　　　　　１．約数と倍数　　２．最大公約数と最小公倍数
　　　　　　３．整数の割り算と商および余り

　第２節　ユ－クリッドの互除法
　　　　　　４．ユ－クリッドの互除法　　５．１次不定方程式

　第３節　整数の性質の活用
　　　　　　６．ｎ進法　　７．分数と小数

１学期　学習計画および学習内容

第１章　　場合の数と確率
　第１節　場合の数
　　　　　　１．集合の要素の個数　　２．場合の数　　３．順列
　　　　　　４．円順列・重複順列　　５．組み合わせ

　第２節　確率
　　　　　　６．事象と確率　　７．確率の基本性質　　８．独立な試行の確率
　　　　　　９．反復試行の確率　　１０．条件付き確率

２学期　学習計画および学習内容

第２章　　図形の性質
　第１節　平面図形
　　　　　　１．三角形の辺と比　　２．三角形の外心、内心、重心
　　　　　　３．チェバの定理、メネラウスの定理　　４．円に内接する四角形
　　　　　　５．円と直線　　６．方べきの定理　　７．２つの円の位置関係
　　　　　　８．作図

　第２節　空間図形
　　　　　　９．直線と平面　　１０．多面体


